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化海道產一新トタテグモの記載 

樞 が 利 夫 

おが‘市磯骄川區西ヶ原巧— 〇 

予は頃日巡±慶靜巧より巧囑されし化海道產蜘蛛類数穗の賴本を巧を中，圓 
らずも化處に記載がんとする卜夕すグモ類の一新種を潑見して少なからず縣嚷 
せしものなり。同種は一見して本邦產の珍株として名あるカネコトタテグモ 

J caUt/via lioreizii L. Koch と同屬なりと判を致せしも，をれとは無關據に 
北海道よりトタテグモ類の一穗力;潑見されしことそれ自體が，日本產蜘蛛類〇 
み布上特筆大書すべを懐値ありと赌信ずるも。なり。何となれば，邦遮トタ尹 
グモ類の旣知種は何れも化海道はおろか輿狗地方.な化に棲息することを礎證せ 
られしものおだ--種もこれ巧らず0 f をつて本種は今後 H 本虚トタテダ带類のか 
布を論ずる上に運要なる役割を演ずるものなればなり。'况んやそれが珍蛛カネ 
コトタテグモと同敏なるにがてをや0 

助:の貴重なる標本は化見國野か牛町ホンネメー ム農事試験踢化見支場勤務〇 
石 H 周市巧に彼つてが集されしものにて，同巧より進±巧への御通信に依れば， 
五:狀地帶の孽閒にて徘術中〇ものを捕へし曲なり〇蓋し標本は完をなる成體 
雄なれば叢閒徘徊中のものを據集致かしならんも，注意深く共の附近を粮索す 
れば必ず雌の踩集も嘗易ならん。發見者お巧巧並に同地方をなの諸賢に御注意 
似唤起を希ふ所がなり0 

本記載をなずに當り，寅、運なる標本の研究を裘ねられし進女慶幹巧:及び發見 
者お巧周—が巧に謹んで微意と感謝の意を表ずる次第なり0 

Amityma yesoensis Uyemura sp. uov. ェゾトタテグモ（新稱） 

篡ホ棋ホ1941年6巧1巧化海道化見國野が牛巧下た頃にがて探集されし残 
稚1頭をなて holotype となす0蠻見者はお巧周巧氏0 Type specimen は蕃者 
〇懷本 No. 654として保管す。學を及びがをは锻夷に因めるものなり0 



圖 Amftyma ^socnsls Uyemura sp. nov, 
ュゾトタテグモ（成雄） 




(• 。ぶ） 


測を體長約 8.5 mm ‘頭胸部長約 4 ram . 同幅約, 3 •日 mm . (第ニホ蜗 1 閒） 
腹部長約ん日 mm . 同幅約 3.5 mm •(中夾部上帶畏約 1 mm . 附屬肢の測な結 
裝は次聚の如し 0 
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お態お巧は傑お長橋圆おにして，頸'溝より前ホは稍隆起ず。織巧の中轟 
と其り前方頸•溝の中央部にある1對 OS 日月形凹紋は"-見して明瞭，其の地に 
.‘ミ對の放輔蕃ををす0 S 個り單 f 眼は2列に並び，前が顺は强< 後曲ず。直[おは 
む小にして前側服は瑕大，後者は裕圆形にして其な慶搔は直 IK の3がな上もあ 
わ。後列版は略同大にして直服より稍大なり0直股相豆及び直眼と前側敝との 
距離は略相似て直眼の約1直徑なり。直眼と後中眼とは直眼の約1/2 • 後中眼 
と後側眼とは館かに距る。眼はをて乳白むなれども直贩のみは稱晴むなり〇服 
域の後ち正中線上に數本の禪)をを生ず。其の他は槪して'照禪なり。 

上顯は基部稍降起し，上端部及び巧侧に授をを密生す0前緣部のを幅に铅器 
をおすれども大して强大ならず0下類は前ち閒きにして前後のか巧は圓く，前 
巧巧はおり，其の部に剛をを生ず。下瞎部は槪して梯形なれども下弦'は趣く半 
圓狀にむ拟するため精圓形にも見らる0其のぶ部の幅は窩さに劣る。上ホ部に 
剛毛を粗生す 0 

政腿節はか方に鐵曲し， 1 f 厨の上牛部には1 一 2列の剛毛を生ず。膝節の 
背雨にも同槪の哪毛列あり0 B 聖節はおく趁卵形を呈しを両に授毛を生ず。靴 
簡聊ちネ王葉は小さく，生宛!煉の{無逆も比較的瞄單にして，末端姐持器は鈎狀を 

—书す。 ^ 

巧一涉脚腿節は側方より稍橘壓せられか方に蠻曲す0滕節な下には夕くの長 
すを密をし，がに輕節の內側に數列の强大なる刺-をを有し異煤なる觀を—培ず0 
該部は义上下に扁壓せられをすさも潑厚なり。がニホ脚腿節も前脚同様稍外曲し 




第 2 圖 Acatfynm 屯明 ensis Uye 抱 lira 巧 ). nov. ェゾトタテグモ成雄 
1腐部 —F 面 2觸腾 3腺域 4爪 を大颖 


又福酿せられ，腰節のか側あび撫節〇內タト兩側には夕數の刺毛を生ず0第ミ第 
脚步脚の S お•腰•脈3節にも多数の刺毛ををずれども，をが脚を通じて靴節に 
は刺をなし 0 

各涉脚の先端には3爪を有し，上爪には3 — 4齒をおす 0 

胸板は中凸满澤にして第一第二第 S 基節の基部に近く夫々觸黯を有し，全面 
に M をの馴をを粗をす0 

腹部はを體卵形を呈し，背面には褐色の短毛を密生ず。お中線上前半部にち 
字形を引伸しをるが如き'じ、臟巧を有し該部と其の前緣部に剛毛を粗生ず〇下 
面も世面巧様に短毛を密生ず。 

蛛洗は2對にして前姥は1節よりなり，圓巧がにして後雜の基飾よりも骇し〇 
後挽は3節よりなり，基節硬短末節教長なり。 
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を彩頸胸部は黃褐をに’しで，中窩及び S 曰巧お凹紋は濕色，贩域は黑く， 
上顯は背甲と巧ど同色.ザは褐を，下額あび下臀部は淡黃をなり0 
第一步脚腿節は淡黃褐色離•臟 • 瓣節は濃褐色挪節は淡獨色なり。他の 
3脾は略同たにして备節とも淡黃褐色。基節 • 胸被 • 第一步脚の膝•艦•瓣3 
節を除けるを步卿の下面は何れも黃自をなり。 

腹背の斑紋は褐を，他は淡黃褐をなれども前方兩側は黄白をを呈す〇腹部下 
面は胸板•基節等と殆ど同色.蛛魏はもむに近し。 

谎考本種はカネコトタテグモ AcaUyma Roreizii L . Koch ， 1877に最も 
近き種なれども，前著は觸ホだ發見されず後者は雌宋だ變見されず.從つで兩 
種の比較は困難なれども次の如き諸點に於て明らかに別種なりと認むるものな 
わ0 

A, vesoensis Uvemura 

1. 巧巧の高さは賴に艇る0 (4.5 : 3.5) 

2. 背甲前線部の幅は眼域の福の約3倍な- 

り。 

3. 巧甲の後部は目立つて麵らず0 
も頭部は胸部より稍隨起ず0 
5，上頭は大して强大ならず0 
も腹皆の前巧には横向精圓形無毛のム、臟 

斑あわ0 

て，腹：巧のを虜には»あり0 
另胸あの嵩さは幅に傻る〇 口： 1. 5 ) 

9. 下唇部の离さは基部の幢に優る0 
10. 前絲捷は後絲巧の基節なび中節より短 
し:） 


ん Boretzti 

1. 巧甲の高さと幅は相似たり。(呂ぶ： 5•目= 
1:玉） 

2. 背巧前綠部の峭は眼域の幅の約5倍に 
達す。 

ふ巧巧の後部は呂立つて細る0 

4. 頭部は胸部よ0著しく隆起す0 

5. 上類は强大なり0 

6. 腹背の斑紙よ長王字赋こして粗毛を生 
ず。 

7. 腹巧の皮腐は满澤なり0 

8. 胸板の高さと幅は相似たり0 

巧： 3 ゴ1: 1) 

9. す瞎部の高さは基部の幅に劣る0 

10. 前絲巧は後もがたの基節と略同長なり0 


カネコトタテグモの 記載 
槛 が 利 夫 

東京巿龍驟リ1區西ヶ原巧 S — 〇 




